
令和６年度 車座集会

意見交換内容

佐世保市市民生活部
コミュニティ・協働推進課

地域版

日時 令和６年１０月24日（木）１5時から

場所 宇久地区コミュニティセンター 会議室

テーマ
○宇久島の未来像について
・国境離島新法の継続についてなど
・その他フリートーク

出席者 地域参加者１1名、 市長ほか関係者4名 合計１5名
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令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

地域参加者

国境離島新法の延長について、法律によって運
賃の割引や雇用機会拡充事業の活用など多くの
町民が恩恵を受け、町の活性化にも繋がってい
る。
延長は全町民の切実な願い。市長にはご賢察賜
り、国並びに関係機関に延長をぜひ実現するよう
に頑張っていただきたいと思う。

高速船が片道6000円になったら船に乗る人が
いないと思う。町民が宇久島で安心して暮らせる
ためには運賃対策が絶対必要だと思う。

運賃の件が最も重要なことだと考えているが、そ
の他にいろんなメニューがあるので、各部署、検
討して宇久島の振興のためにこれを利用してい
ただきたいと思う。

運賃が高い。10年前に移住してきた時（国境離島
新法前）は、フェリーは往復4000円くらいだっ
た。原油価格の高騰はあるが、国境離島新法でも
追いついていない気がする。負担が増えている
ので本当になんとかしてほしい。

テーマ：宇久島の未来像について
国境離島新法の継続についてなど
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令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

地域未来共創部長

テーマ：宇久島の未来像について
国境離島新法の継続についてなど

今週火曜日（10/24）に特定有人国境離島の適
用を受けている自治体の副市長の会議が県も出
席した中であり、予算も確保できていない中でこ
の法律が令和８年度で終えてしまうということは
ありえないということを、県と一緒に情報共有し
た。今後は、９年度も継続するよう強く働きかけ
をしていこうと確認しているところである。
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テーマ：宇久島の未来像について
国境離島新法の継続についてなど

令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

国境離島新法については時限立法となっている。
この法律の成立にあたっては、本県選出の国会
議員の並々ならぬご努力があったということを
存じており、本県はこの法律をしっかり守る責任
があると思っている。これまで法律が運用される
中で、課題というものが出てきている。あらため
て地元の国会議員などを通じて、国や政府、野党
にも繋いで、発信をしてもらうことが重要なこと
だと思うし、なによりもこの法律を延長させるこ
とが一番に重要なことである。本市のみならず関
係自治体や県と一緒になって、また、他の県もま
たいで連携を取りながら、要望を強く政府に訴え
たい。

市長
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令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

地域参加者

宇久島の首長として、宇久島の将来について、ど
のような発展・まちづくりをお考えであるのか？
そのビジョンをお聞きしたい。
メガソーラー計画や陸上風力発電計画と佐世保
市都市計画マスタープランとはトレードオフの関
係にある。
市も自治協議会も、中立的な立場で宇久のことを
考えて関わってほしい。事業者に丸投げにしない
でほしい。

島の将来を考えた場合、島を挙げての付加価値
の高い一次産業を行うことが、すべてに通じる一
番の道であると思う。昔の宇久島を取り戻し、真
の持続可能な島づくりを目指してほしいと思う。

合併して19年。合併当時いろいろな意見があっ
た。今、家畜診療所・宇久診療所・水道・ゴミ・保険
関係・行政センターの内容・住民健診・社会福祉協
議会の活動・学校の教育内容・施設整備等、すべ
ての行政について整備され、何も遺漏なく進んで
いるような感じがする。しかし、すべてが整備さ
れている中でなぜか人口減少している。そこがク
リアされていれば、合併はよかったという声が大
きかったのではないかという感じがする。

市議会だよりの一般質問の項目について。宇久
島のことが質問されたが、議会だよりで「その他
の質問、宇久の救急搬送体制について」とかっこ
書きされ内容はカットされた。
議会だよりが市政に最も密着し、最も重要な広報
であると認識しているし、今後市議会にも認識し
てほしい。丁寧に扱い。PRするところはきちんと
してほしい。

テーマ：宇久島の未来像について
その他フリートーク
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令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

地域参加者

高齢者の通院助成事業について。1回に千円、年
に１０回が限度で、年で1万円。1回に千円という
のはどこからきた発想か。
国境離島新法がなければ、年金生活では高速船
には乗りたくても乗れない。生活が成り立たなく
なるし、受診するチャンスをなくすのではないか
と思う。
経済負担の軽減化をはかるにおいても補助金の
見直しについて、検討をしてほしい。医療的な補
助金という考えで補助金を検討してほしい。足代
的なものに限定するのではなく、保健福祉的な考
えをもってもらえれば若干の発想転換ができる
と思う。

ただ1回千円と10回限りというものではなく、宇
久にいない専門医にかかる場合の助成も含めて
考えてほしいという話だと思う。

病気は誰でもする。高齢者のみ適用になっている。
高齢者だけでなく、子どもを持つ家族なども高速
船で行ったり、泊りがけで行かないといけない。
本土の方と平等の医療を受けるのに島の人は多く
を負担している。島民全体というくらい、枠を広げ
てほしい。

テーマ：宇久島の未来像について
その他フリートーク
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令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

地域未来共創部長

議会だよりについては、議長の命を受けて議
会事務局が作成している。作成にあたってのル
ールは、議員の中で研究会を立ち上げて、こう
いう形式で作成しよういう申し合わせがあり、
議員１人の割り当てが２８８文字数の中で纏め
なければならないという関係があり、「こちら
側からこれを書いてほしい」と言っているわけ
でもなく、苦肉の策であのようにまとめられた
ものと思う。ただ、議会だよりを大事に読んで
いる人がたくさんいるという思いを伝えたい。

年間1万円、１回1千円で年間１０回までについ
て、今回は保健福祉部は来ていないが、以前か
らそういった要望はあったのではないか。敬老
パスについて考えてみると、宇久観光バスを無
料で乗車するか、または、宇久観光バスを１００
円で乗るけど本土のバスを無料パスを受ける
かの選択制を作ったと思う。バスを考えたとき
のように、何か方法論がないか、保健福祉部に
伝えたい。

テーマ：宇久島の未来像について
その他フリートーク

市側の基本的なスタンスとしては、宇久の皆さん
の生活を守ることが第一である。再エネルギーに
関しては、賛成の人も反対の人もおられるという
ことを承知しているので、行政がどちらか一方に
関わっていくということはプロセスということで
は適当でないと感じている。その意味で、安全防
犯等協議会を設置した中で、みなさんが入って話
をされているのかなと思う。基本的なスタンスと
してはそういうことである。
もう一つ法律上の話をすると、これは開発行為で
あり一般的な開発行為は事業者の責任において
行っていくことである。今回、島谷先生が入って
いただいて非常に専門的な観点からご指摘をい
ただいているので、それらをクリアーにしていく
べきだと考えている。そうでないとご不安がある
ということなので、しっかりと島谷先生と連携を
とりながら、市から事業者に対して、進め方とい
うか事業者としての取組をしてほしい、というこ
とを申し上げているところである。いずれにして
も、一般的な行政の立場というのがあるので、基
本的にはその前提に立ったうえで、ご意見を賜り
ながら市の立場をしっかりと担っていきたい。

市民生活部長
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令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

市民生活部長

テーマ：宇久島の未来像について
その他フリートーク

 (通院助成についての再説明と意見を受けて)航
路のことではなく医療で、ということで伝えたい。
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テーマ：宇久島の未来像について
その他フリートーク

令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

 （持続可能な島づくりに関して）選挙の前にもお
話をしたときに、大変、素晴らしいお考えだと拝
聴した。一方で、市長に就任し、これまでの経緯を
勘案等する中で、民間の事業者の方が開発をす
るということになれば、当然許可申請が必要にな
ってきて、利害関係者の同意が必要となってくる
ので、そういうものがないと進まないということ
になる。我々としてはしっかりと判断をしながら、
可否についても進めて行く必要があると思って
いるし、様々な課題や懸念事項が出てきているの
で、そういうことを払拭していかないと事業の推
進も難しいだろうと、事業者にはすでに、再三、話
をしている。油断なくしっかりとそういう状況を
みながら、また、住民の皆さんとのコンセンサス
をできるだけ取りながら、進めていく必要がある
ということを感じている。

市長

 議会だよりについては、議会の方に慎重に伝えたい
と思う。紙面の都合等もあって、今までの慣例上は、
議員の方が質問の中から選んで載せるとし、残る部
分は箇条書きになっている形式を取っておられる。
県議会の場合は長崎新聞に掲載してもらう。そのと
きには、県の議会事務局から質問のどこを載せるか
と尋ねられ、「私の質問のどことどこを載せてくださ
い。」と答えるが、あとは一切掲載されず箇条書きさ
えない。本人がせっかく質問したけど伝わらない部
分があろうかと思うので、議会の方に伝えたいと思
っている。もう一つ重要なことは、必要な情報が必要
な方に届かないということが一番問題ではないか。
市側の発信という部分が弱いのではないかというこ
とを感じている。宇久の医療体制については宇久の
町民の方々に届くような形にしないといけないと思
うので、そのツールについては、そのお知らせするこ
とについては、しっかりと手段を考えながら行ってい
きたい。これは宇久だけではなくどこの地域でも必
要なことであり、例えば高齢者向けの政策あるいは
子育て世代への政策が、なかなかそこに届かないと
すれば、せっかく制度や対策を取ったにしても有効
に利用できないということになってしまうので、受益
者の方々にちゃんと伝わるような方法を取っていき
たい。
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テーマ：宇久島の未来像について
その他フリートーク

令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

医療の補助制度については、どういう経緯で１千
円の補助が決まったのか存じ上げていない。もう
一度帰って、この件を精査しながら、一方で、医療
をなかなか受けられない方々、宇久に限らず本土
でも、どういった形で医療を受けることができる
のか、例えば、国や他の地域でも進められている
のは遠隔医療というのもあるかと思う。専門医は
別として、いわゆる一般の受診については遠隔と
いう形で往診ができる、というような体制も進ん
でいるので、佐世保でも導入をしながら遠隔地に
おいても医者と話をできて的確な診療が受けら
れるようなやり方も工夫していきたいと思う。し
かしながら、専門の科目については、どうしても
そこの病院に行って受診しないといけないという
方々もいるので、そういうところも踏まえて対策
を検討させていただきたいと思う。

市長



11

令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

地域参加者

宇久島楽園ミーティングについて。宇久まちづく
りアンケートを実施している。今年度はアクション
プランをリストアップしていく。
いつ誰が何をするのかが今後の課題。宇久町の
将来像を島民の皆さんと共に考え、その実現に向
けて取り組むための計画書を作成し、今年度提案
する。
一番重要なことは、宇久高校の存続の危惧につ
いて。18日に要望書を提出したとおり。市の支援
を。
平港周辺の環境整備(宇久ターミナルビルのバリ
アフリー化、休憩所の整備）と島全体で10数ヶ所
ある、県管理、市管理の公衆トイレの改修(盛州公
園、神浦バス停、城ヶ岳)をしてもらいたいという
意見が出された。

宇久島の活性化を図るために、地域おこし協力隊
が絶対に必要だと思う。ぜひ宇久島に地域おこし
協力隊を呼んでほしい。

島民同士が一致団結して、意識を高めていかな
いといけない。自分たちの問題を自分たちで解
決していかないといけない。
宇久町のLINEの公式アカウントを作ったらどう
か。島の情報、回覧版とかいろんな情報を発信で
きるのではないか。

高速船の浮き桟橋について。高齢者や介護者に
使用しづらい。観光にとってもマイナス。改修を早
急に対応してもらえるとありがたい。
長崎市にはこういった浮桟橋はない。長崎市に次
ぐ佐世保市に、もっとふさわしい浮桟橋にしてほ
しい。

市職員の異動に関して。子どもが足りない。宇久
に赴任する職員はほとんど男性の単身赴任が多
い。できれば女性を(子ども連れで)宇久に異動
させてもらえれば。
里親制度は、問題があったらどうするかという点
があるので難しい。

テーマ：宇久島の未来像について
その他フリートーク
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令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

地域参加者

廃油について。オイルを今までタンカー船に運ん
でもらっていたが、タンカー船の許可がなくひき
とってもらえない。
今は倉庫に保管している。お金がかかるのはわか
っているが、環境センターに引き取ってもらえれ
ば助かる。

貨物輸送について。以前は浦頭から貨物船が出
ていた。現在はフェリーに積んで貨物が到着して
いる状態。港湾部の説明では、佐世保湾のどこも
場所が空いていないとのこと。改善してもらえれ
ば、宇久町民の生活が以前のようにもっと便利に
なる。九州商船に陳情にも行ったが結果はどうに
もならなかった。行政の事情は察しているが、何
とかできないかと思っている。

テーマ：宇久島の未来像について
その他フリートーク
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令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

地域未来共創部長

 （高速船の浮桟橋については、）港湾部には何回
か伝えている。今フェリー桟橋の改修を行ってい
る。全面的に計画自体を見直すというか取組を進
めて行こうとされている中で順番があり今は見
直しが難しいということである。改めて、港湾部
に話をしたい。

テーマ：宇久島の未来像について
その他フリートーク

アクションプランをつくるにあたって、一般的には
行政の計画として行政だけで作るが、今回は活性
化協議会と連名で協働で進めさせていただいた。
これを成功に導いていかなければならないと思
っている。これまでにいろいろな計画を作成して
きたが、ただ単にお金をつぎ込めば良くなるとい
うものではない。そこには一定の努力というか、
皆さんと一緒に汗を流してやっていくという覚悟
とその行動が伴ったときに始めて成功するという
ことだと思う。アクションプランの完成に向けて一
緒に頑張っていきたいと思うし、完成した後も引
き続き一緒に進めていきたい。

 （地域おこし協力隊は、）なんとしても連れてきた
いと思っている。一つは、やりたいことが明確で
ないと、何となくということではだめである。やる
ことをしっかりと具体的にイメージできる形をつ
くるということ、そして、待ってても人は来ないの
で取りに行くというような積極的な動きが必要で
ある。全力をもって取り組みたい。

 （宇久町の情報発信は、）前向きに検討したい。

宇久行政センター所長
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令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

地域未来共創部長

令和４年度に、県から貨物輸送の問題についての
会議の話があった。その会議の中に事業者も入っ
て何度も話をしたが、佐世保から長崎の畝刈を本
拠地として移し定着しているので、佐世保への再
移転は非常に難しいという状況であった。また、
佐世保港の使い方について港湾部と話をされた
そうであるが、事業者とされても港湾部としても
佐世保港でするのは難しいという話であった。令
和５年度に、他に代替えの案がないか、例えば高
速船に貨物を載せられないかと検討をしたが、先
ほどの高速船の船着場の話もあったように、荷物
を運ぶのに人手が掛かり危険が伴う、事業者の
倉庫まで遠い、などにより非常に難しいというこ
とから一旦話が終わっている。最終的には、ガソ
リンやプロパン関係について、月に２回で繁忙期
は月３回から、常時月３回に回数を増やしていた
だいた状況となっている。

テーマ：宇久島の未来像について
その他フリートーク

 （廃油の件は、）環境部に持ち帰って伝えたい。

宇久行政センター所長
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テーマ：宇久島の未来像について
その他フリートーク

令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

活性化協議会でアクションプランの策定に協力を
いただき、また宇久島との関係人口を増やしてい
こうという取組みに感謝申し上げる。余談である
が、東京佐世保会、関西佐世保会、福岡佐世保会
の３つがあり、このうち東京佐世保会の会長から
佐世保の情報が我々には入ってこないという話
があって、これはいかんなと感じた。関係人口を
増やすためには、佐世保に思いがある人、佐世保
市に応援をしようと思っている方に、情報が届か
ないと何があっているかわからないということに
なってしまうので、そこを繋ぐことが必要である。
定住人口を増やすことが一番ではあるが、関係人
口や交流人口を増やしてまちの活性化に寄与し
ていきたい。

市長

島の施設の問題点について指摘をいただいた。
ターミナルや公衆トイレとか施設を視察し城ヶ岳
にも登ってきたが、改めてそのことを認識した。
一朝一夕にそれぞれの施設を改修するというこ
とは容易ではないが、地元の方のみならず観光
客にとっても非常に重要な施設であるので、でき
るところから限られた予算ではあるが考えてい
きたい。
ターミナルについては全体の老朽化が進んでい
るので、いつの時期かとは申し上げられないが、
できるだけ早期に改修が必要ではないかと思っ
ている。

地域おこし協力隊については、行政センター職員
とのランチミーティングの中でも不在という話が
出た。非常に重要なことであるので部長の答弁の
とおりしっかりと後押しをしたい。
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テーマ：宇久島の未来像について
その他フリートーク

令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

佐世保港の整備については重要な課題と思って
いる。特に今の話については、私が言ってどうな
るのか分からないが、持ち帰って港湾部に話をさ
せていただきたいと思う。鯨瀬ターミナルも老朽
化しており、ここも早く見直しというか改修を図
っていかなければならない。しかし、改修に当た
っては、新港ターミナルと２つに分かれていて、機
能が分かれていることも含めて、少し全体的に見
直しが必要ではないかと思っており、これもでき
るだけ早く事業を押していきたいということを港
湾部と話をしている。佐世保湾のターミナル全体
の事業を見直していきたい。新しい事業をスター
トさせていきたいと考えている。

市長

職員に強要ができないということをご理解
いただきたい。人事異動、配置のあり方につ
いては、広域的に考える必要があるのではな
いかと思う。もう一つは、例えば、職員に転勤
をして家族で行くかどうかというのは個人の
判断になるが、その島に行って、いい教育な
のか、いい暮らしなのか、そういうようなとこ
ろを作っていく必要があるのではないか。こ
こはもう表裏ではないかと思う。そういう魅
力を感じてくれれば、家族も連れて行こうと
いう話にもなってくると思うので、まずはや
はり島の魅力を高めること、ここに注力をし
ていく必要があるのではないか。話は最初に
戻るが、とにかく宇久島の魅力を上げるため
に、みなさんと一緒に我々も全面的に協力を
していくので、市職員に限らず、宇久に住ん
でみようとか来てみようとか、そういう人を
どんどん増やしていくことが必要だと思うの
で、ご協力をお願いしたい。
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テーマ：宇久島の未来像について
その他フリートーク

令和６年度宇久地区 意見交換内容（要旨）

港湾部に話をしてみたいと思う。話が脱線して恐
縮であるが、貨物については、大きさにもよりけ
りだが、これからはドローンの活用を急速に進め
ていく必要があると思う。長崎県はいわゆるレベ
ル４で本県と福島だけであるが、レベル４までの
ドローンの活用ができるように特区の指定を受
けた。それを受けて、県北を中心としてドローン
の利活用をどんどん進めていこうとしている。そ
の中でまずできることは、荷物を運ぶことについ
ては非常に有効ではないか。佐世保にもドローン
の業者がおり視察にも行ったが、ドローンの精度
が高まってきて、これからドローンで非常に大き
な荷物も運べるようになるという話も聞くととも
に、その開発も進められているようである。した
がって、離島の荷物の運搬については、これから
非常に有効になってくるのではないかと思うの
で、是非、検討・連携をしながら、ドローンを含め
た運搬も進めていきたいと思う。

市長


